
「半導体」は、現代の生活において最も重要なものの一つと言っ

ても過言ではありません。

半導体はほぼすべての電子機器で使用されています。テレビ、エ

アコン、冷蔵庫といった家電。スマートフォンやルーター、サーバーと

いった通信機器、そしてモバイル通信やインターネットを実現するた

めの機器。自動車、航空機、船舶といった輸送機器など半導体とそ

の技術がなければ成り立たなくなっているのです。

そもそも半導体とは何なのでしょうか。とても簡単に言うと、状況

によって電気を通したり、通さなかったりする物質のことです。そし

て、この電気を通す・通さないを瞬時に切り替えることこそが半導体

の役目です。例えば、デジタルという言葉。これはある・なしの2つ
の情報を表すことです。パソコンやスマートフォンは、ある・なし、つ

まり0・1の処理を超大量かつ超高速で行うことで様々な操作がで
きるのですが、もともと半導体の電気を通す・通さないの特性があっ

てこそ可能になっているのです。

半導体は日進月歩の勢いで、小型化・高速化を実現し、それに

伴ってあらゆる電子機器も進化してきました。そして、昨今の半導

体不足でも分かるように、半導体の情勢は世界経済はおろか国際

問題にまで発展しています。

このように半導体を知ることは、現代社会において必須とも言え

ます。半導体とはどのようにつくられているのか、どのように技術が

進化してきたか、近い未来はどのようになるのか。本講座では、半

導体に関連する重要なキーワードを100個選定し、詳しく解説して
います。半導体の知識を深め、実務に生かす礎になれば幸いです。
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さあ、それではテキスト学習に入ります。
途中で投げ出したりしないために、計画を立ててから取り組みましょう。
自分自身のペースに合わせて無理のない計画を立てましょう。
1日2項目を学習するのが平均的なスケジュールです。
□は、診断で間違ったところやこれは特に重要だ、
覚えておきたいという項目のところをチェックするのに使いましょう。
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半導体が注目される理由

現代生活は、半導体技術の進歩に大きく依存し

ています。半導体は、電子機器の心臓部とも言える

素材で、電気の流れを制御し、情報処理を可能に

します。このテクノロジーは、私たちの日常生活に

欠かせない多くの電子機器に使用されています。

スマートフォンとコンピュータは、現代社会におけ

る情報伝達やコミュニケーションの中核を担ってい

ます。

これらデバイスの内部にあるマイクロプロセッサ（演

算や制御を行う部品）やメモリチップ（データの記憶

装置）は、半導体技術の粋を集めたものです。これ

らのチップは、複雑な計算を高速で処理し、ユーザー

インターフェース、アプリケーションの実行、データ

の保存といった基本機能を提供します。

また、現代の通信技術、特にモバイル通信とイン

ターネットは、半導体に大きく依存しています。スマー

トフォンやルーター、サーバーなどの機器内部にあ

る半導体チップは、データ転送、信号処理、ネット

ワーク接続の効率化を実現しています。

さらに自動車業界では、半導体の進歩が特に顕

著です。現代の自動車には、エンジン管理、安全

機能、ナビゲーションシステム、エンターテインメン

トシステムなど、様々な機能を支えるための多数の

半導体が搭載されています。特に電気自動車や自

動運転車の登場により、これらの要素はさらに重要

性を増しています。

ただし半導体産業は今、技術革新の速度と市場

の需要の増大という問題に直面しています。そのた

め、新しい技術の開発、製造プロセスの向上、サ

プライチェーンの管理、コスト削減など、産業全体

が様々な課題に取り組んでいます。また、国際的な

貿易と政治の動向も、半導体産業に大きな影響を

及ぼしています。

それでも、半導体産業の発展は、今後も世界経

済と技術革新の重要な鍵であり、歩みを止めること

なく進化させ続ける必要があります。

半導体は日常生活に欠かせない多くの電子機器に使用されている

技術革新の速度と市場の需要の増大という課題に直面している

POINT

現代における半導体の
普及と重要性01

世界の半導体市場（出荷額）の推移
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半導体が注目される理由

2020年頃から、半導体の供給不足が、世界の
製造業や経済に大きな影響を与えました。

2023年後半には、需要と供給のバランスが徐々
に改善されてきましたが、課題も残しています。

まず半導体の不足によって、スマートフォン、コン

ピュータなどの電子機器において、製品のリリース

遅延や在庫不足が生じ、市場における競争力に影

響を及ぼしました。自動車産業にも大きな打撃を与

えました。現代の車には多数の半導体が使われて

おり、その不足により生産遅延や販売減少が生じま

した。

これは、グローバルなサプライチェーンの脆弱性と、

市場の需要変動に起因します。

半導体不足の主たる要因は、新型コロナウイルス

によるパンデミックによるものです。工場の閉鎖や

労働力の減少、ロジスティクスの混乱が供給に影響

を与えました。また、在宅勤務やオンライン教育の

増加による電子機器への需要増が、不足を加速さ

せました。

半導体不足は、サプライチェーンの強化や生産能

力の増強により、徐々に改善しています。しかし、

特定の高性能半導体や特定分野では、依然として

供給不足が続いているケースがあります。

また、国際政治や新たな健康危機などの外部要

因が、今後の供給状況に影響を与える可能性も残っ

ています。半導体不足の問題に対処するためには、

サプライチェーンの強化が必要です。これには、半

導体製造工場における生産能力の拡大、代替供給

源の確保、生産プロセスの効率化などが含まれます。

また、技術革新により、より効率的で高性能な半

導体の開発も求められています。さらに、政府と企

業間の協力による産業の安定化に向けた取り組みも

重要です。それには、生産拠点の多様化や、国際

問題を含む地政学的リスクの軽減などが含まれます。

POINT

半導体不足が及ぼした
経済への影響02

コロナによる工場の閉鎖、労働力の減少、物流の混乱が半導体不足を招いた

半導体不足への対処には生産能力の拡大、
代替供給源の確保、生産プロセスの効率化が重要

パソコンなどの
需要急増
リモートワークや

巣ごもり時間の増加に伴う
需要の高まり

1

自動車売り上げの
急回復

新車需要の高まりで
車載半導体の
供給力が不足

2

アメリカによる
対中制裁

中国企業への制裁により
半導体の調達先が
限定された

3

半導体不足のおもな要因
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